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世界のスーパーコンピュータを凌駕した「富岳」

●「富岳」2～3台で日本全体のITの一年分

- 従来の米国製トップCPUの3倍の性能
- スマホで用いられる汎用Arm CPUの
上位互換、あらゆるソフトに対応(パ
ワポも)

- シミュレーションと共にAI強化機能も

●新CPUA64FX等を理研・富士通が中心に全国のスパコン研究者も参加し、
国家プロジェクトとして開発

●コデザインで進められた「富岳」の開発
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「アプリケーション・ファースト」の「ムーンショット」マシン開発チャレンジ

全て同時達成は
ムーンショット

的困難



Society5.0における「富岳」の中心的役割
富岳の「重点課
題」「成果創出」
とほぼ一致

「サイバーフィジ
カル」「デジタル
ツイン」等は正に
シミュレーション
そのもの

富岳はシミュ
レーション、
ビッグデータ、AI
の全てで世界一
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新型コロナウイルス対策に関する貢献
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「富岳」による
新型コロナウイルスの治療薬候補同定

「富岳」を用いた新型コロナウイルス
表面のタンパク質動的構造予測

新型コロナウイルス関連タンパク質に対する
フラグメント分子軌道計算

パンデミック現象および対策の
シミュレーション解析

室内環境におけるウイルス飛沫感染の
予測とその対策

通勤列車内、オフィス、
教室、病室といった室内
環境において、新型コロ
ナウイルスの特性を考慮
した飛沫の飛散シミュレ
ーションを行い、感染リスク評価を行った上で、感染
リスク低減対策の提案を行う。

医学的側面からの研究

社会的側面からの研究
（課題代表者；理化学研究所/神戸大学 坪倉 誠）

（課題代表者；理化学研究所 伊藤 伸泰）（課題代表者；立教大学 望月 祐志）

（課題代表者；理化学研究所 杉田 有治）

（課題代表者；理化学研究所/京都大学 奥野 恭史）

分子動力学計算により、約2000種の既
存医薬品の中から、新型コロナウイルス
の標的タンパク質に高い親和性を示す治
療薬候補を探索・同定する。

クライオ電子顕微鏡によって解か
れたウィルス表面タンパク質の立
体構造を初期モデルとして、その
立体構造の動きを「富岳」を用い
た分子動力学計算で予測する。

今後生じうる社会経済活動への影響を評
価し、収束シナリオとその実現方法を探
る。あわせてウイルスの変異などにより
感染・発病の経過が変化した場合に起こ
りうる事象への対応を立案する。

理化学研究所 計算科学研究センターは、スーパーコンピュータを用いた新型コロナウイルス対策研究のため本年3 月に⽶国にて設⽴された
コンソーシアム（COVID-19 High Performance Computing Consortiumに参加。

－ Society5.0的社会要求に対する迅速な対応 －

新型コロナウイルス関連タンパク
室に対するフラグメント分子軌道
計算を系統的に実施し、詳細な相
互作用解析を行う。



+

「ウイルス飛沫感染の予測とその対策」：産学官連携
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National Univ. of Singapore

行政との連携

神戸市

・飲食店を活用した対策の実効性
の確認

・飲食用フェイスシールドの開発

ステアリングメンバー

協力メンバー

本日の合同説明会での協働関係

飲食店におけるマウス
ガードの効果（一般的
な形状の検討）

「富岳」を活用した科学的知見をもとに、企業
が実効性ある現実の対策を実施する協働取組

＝Society5.0実現のための取り組み



■「富岳」Society5.0推進枠(仮称）の活用
・Society5.0を担う「富岳」潜在的ユーザーとの関係構築・発展
・ノウハウを有する機関との協働

■パッケージ対応のハブとなる拠点設置など体制強化、環境整備（富岳高度化）

■「富岳」での新型コロナウイルス対策に関する研究開発を通じたノウハウ蓄積
・「富岳」を活用した科学的知見をもとに企業による実効性のある対策実施（今回の協働取組）

「富岳」の政策的目標は
シミュレーションを中心にした計算科学の研究基盤
（科学的な面での成果創出（「京」時代から継続））
に加え、新たに
Society5.0実現への貢献
（総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）中間評価結果（2018年11月）等による）

新しい政策的目標の実現のため以下をパッケージとして実施

「富岳」の政策的目標と実現に向けて
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